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昨
年
は
、
新
世
紀
の
幕
開
け
に
人
々
が

託
し
た
大
き
な
期
待
を
裏
切
る
か
の
よ
う

に
、
暗
渚
と
し
た
世
相
の
中
で
終
始
し
た

一
年
で
し
た

。

今
年
こ
そ
は
、
私
た
ち
が
、

将
来
へ
の
希
望
と
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と

の
で
き
る
年
で
あ
り
た
い
と
、
心
か
ら
願

わ
ず
に
入
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す

。

さ
て
、
私
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を

一
身
に
受
け
て
、
町
行
政
の
舵
と
り
役
を

任
さ
れ
て
早
や
3

年
、
来
年
度
は
、
任
期

最
終
年
度
と
な
る
わ
け
で
す

。

今
更
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

わ
が
国
の
経
済
は
、
私
が
就
任
し
た
平
成

日
年
春
か
ら

緩
や
か
な

景
気
回
復
過
程
を

た
ど
っ
た
も
の
の
、
平
成
日
年
に
入
っ
て

か
ら
回
復
の
動
き
は
弱
ま
り
、

景
気
回
復

局
面
は
短
期
間
に
と
ど
ま
り
ま
し
た

。

政
府
は
、
構
造
改
革
へ
の
取
り
組
み
を

抜
本
的
に
強
化
し
、
「
改
革
な
く
し
て
成
長

な
し
」
と
の
基
本
的
考
え
方
の
も
と
、
第

一
次
補
正
予
算
を
編
成
す
る
な
ど
各
般
に

わ
た
る
構
造
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す

。

そ
の

一
方
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発

テ
ロ
の
発
生
を
契
機
に
世
界
同
時
不
況
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

景
気
は
悪
化
を
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

政
府
と
し
て
は
、
平
成
日
年
ロ
月
に
第

二

次
補
正
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す

。

今
後
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
デ
フ
レ
問

題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
政
策
展
開
の
効
果

が
着
実
に
発
現
し
、
加
え
て
米
国
経
済
の

改
善
が
見
込
ま
れ
る
ご
と
な
ど
か
ら
、
わ

が
国
の
経
済
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
な
が

ら
も
低
迷
を
脱
し
、
年
度
後
半
に
は
、
民

需
中
心
の
回
復
に
向
け
て
緩
や
か
に
動
き

出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
う

し
た
中
で
、
当
町
に
つ
い
て
も
活
力
あ
る

町
附

つ
く
り
の
た
め
に
、
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方
分
権

が
実
行
の
段
階
を
迎
え
、
住
民
に
身
近
な

総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市

町
村
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
と

な
る
中
で
、
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
個

性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
と
い
う
行
政
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ

て
い

ま
す
が
、
財
源
の

裏
打
ち
の
な
い
中
で
の

地
方
分
権
で
あ
り
、
自
治
体
独
自
の
施
策
は

な
か
な
か
実
施
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す

。

|
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
|

ま
ず
、
市
町
村
合
併
の
問
題
で
す
が
、

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム

の
確
立
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向

上
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
と
し
て
の

規
模
の
拡
大
や
効
率
化
を
図
る
視
点
か
ら
、

市
町
村
合
併
は
避
け
て
は
と
お
れ
な
い
最

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
昨
年
来
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す

。

町
議
会
の
合
併
検
討
特
別
委
員
会
、
庁
内

の
合
併
研
究
委
員
会
、
ま
た
、
私
が
、
意

見
を
お
聞
き
す
る
機
関
と
し
て
、
特
別
委

員
会
の
委
員
さ
ん
と
広
く
町
民
の
方
々
か
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ら
合
併
構
想
に
つ
い
て
優
れ
た
識
見
を
有

す
る
方
に
よ
る
川
内
町
将
来
構
想
研
究
会

等
を
設
置
し
、
調
査

研
究
を
重
ね
て
き
ま

し
た

。

ま
た
、
今
回
の
合
併
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
向
を
十
分
に
お
聞
き
し
た

形
で
本
町
の
進
む
べ
き
方
向
付
け
を
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
昨
年
の

6
1

7

月
に
町
内
日
公
民
館
で
開
催
し
た
合
併

問
題
懇
談
会
で
は
、
国
・
県
の
方
策
や
合

併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
て
懇

談
を
し
、
大
半
の
方
が
「
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
問
題
だ
」
「
早
く
進
め
る
べ
き
だ
」

と
の
ご
意
見
を
戴
き
ま
し
た

。

な
お
、
日

月
に
は
、
町
民

I

、

2
0
0

人
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
回
収
率

問
・
8
%

、
そ
の
う
ち
口
・
2
%

の
方

、

が
、

合
併
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
結
果
を
い

た
だ
き
ま
し
た

。

ま
た
、
肝
心
の
相
手
先

に
つ
い
て
は
、
基
本
パ
タ
ー
ン
幻

・

1
%

参
考
パ
タ
ー

ン
叩
・
1
%
と
い
う
こ
と
で
、

生
活
圏
の
繋
が
り
が
強
い
隣

町

「重
信
町
」

と
の
合
併
を
望
む
声
が

7

割
を
超
え
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、

2

月
4

日
に
議
会
の
合
併
特

別
委
員

会
、
議
員
協
議
会
、
将
来
構
想

研

究
会
に
報
告
し
、
合
併
の
協
議
を
進
め
る

相
手
先
と
し
て
の
方
向
性
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
政
の
舵
取

り
役
を
ま
か
さ
れ
た
私
と
し
ま
し
て
は
、

間
違
い
の
な
い
合
併
を
進
め
る
た
め
、
決

意
を
新
た
に

し
ま
し
た

。

そ
の
後
、
相
手

先
の
動
向
も
考
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
先
般
、
重
信
町
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
基
本
・

参
考
パ
タ

ー
ン
で
拾
抗
す
る
状
況
の
中
、

3

月
定
例
町
議
会
で
の
施
政
方
針
表
明
に

お
い
て
和
田
町
長
は
、
合
併
の
相
手
先
を

川
内
町
と
し
、
今
後
、
合
併
協
議
を
進
め

る
と
の
表
明
さ
れ
ま
し
た

。

私
も
、
議
会

の
同
意
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
重
信

町
と
の
合
併
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、

今
後
は
、
重
信

町
と
歩
調
を
合
わ

せ
な
が

ら
、
早
い
時
期
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

支
援
事
業
特
例
の

3

万
市
政
の
実
現
に
向

け
て
万
難
を
排
し
て
合
併
を
成
し
遂
げ
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
尚

一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

ー
私
道
整
備
に
つ
い
て
|

次
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
、
今

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、
宅
地
内

道
路
、
私
道
の
整
備
に
つ
い
て
で
す
が
、

町
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
引

き
続
い
て
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ー
環
境
問
題
に
つ
い
て
|

次
に
、
私
の
目
指
す
環
境
と
調
和
し
た

環
境
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
の

自
然
と
暮
ら
し
に
や
さ
し
い
環
境
の
町
"
つ

く
り
で
す
が
、
我
が
ふ
る
さ
と
川
内
町
の

良
好
な
環
境
及
び
景
観
は
、
自
然
の
恵
み

に
加
え
、
先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て

培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
及
び

将
来
の
町
民
全
体
に
託
さ
れ
た
貴
重
な
財

産
で
す

。

町
、
町
民
及
び

事
業
者
は
、
良

好
な
環
境
及
び
景
観
の
保
全
に
対
す
る
深

い
認
識
と
自
覚
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
を
果
た
す
乙
と
に

よ
り
、
潤
い
と
快

適
さ
に
満
ち
た
町

M

つ
く
り
を
推
進
し
た
い

と

考
え
て
い
ま
す

。

ー
情
報
公
開
に
つ
い
て
|

次
に
、
情
報
公
開
で
す
が
、
町
で
保
有

を
し
て
い
ま
す
、
公
文
書
の
開
示
を
求
め

る
住
民
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
て
、
情
報

公
開
の
総
合
的
な
推
進
に
関
し
て
、

町
民

の
行
政
参
加
と
民
主
的
で
公
正
な
運
営
を

推
進
す
る
と
共
に
、
住
民
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、

町
政
に
対

す
る
住
民
の
信
頼
を
確
保
し
、
住
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

4

月

1

日
か
ら

実
施
し
ま
す
。

開
示
に
当
た
っ

て
は
、
特
に
個
人
の
尊
厳
を
守
り
、
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の

一
つ
で
あ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
最
大
限
の
保
護
を
し
て
進
め
た
い

と
考
え
ま
す

。

ー
予
算
編
成
に
つ
い
て
|

次
に
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
順

次
公
債
費
等
の
経
営
経
費
が
増
加
し
て
い

く
反
面
、
地
方
交
付
税
の
絞
込
み
と
景
気

の
低
迷
な
ど
に
よ
る
主
要
な
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

本
町
の
財
政
運
営
も
財
源
不
足
の
状
況
下

に
あ
る
中
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

地
域
社
会
の
充
実
と
、
担
い
手
の
減
少
、

高
齢
化
、
国
際
化

等
の
厳
し
さ
を
増
す
農

林
業
の
振
興
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
環
境
保
全
、
イ

ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ

ャ

ー
の

整
備
等
の
充

実
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
増
大
す
る
行
政

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
増
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
は

必
至
で
す

。

こ
れ
ら
増
大
す
る
財
政
需
要

に
対
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
町
、
つ
く
り
を

実
施
し
て
い
く
た
め
に
も
、
財
政
構
造
の

体
質
強
化
を
図
る
と
共
に
、
将
来
に
過
大

な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
な
財
政
運
営
を

行
い
、
将
来
に
わ
た
る
健
全
財
政
基
盤
を

し
っ
か
り
と
築
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
と
と
ろ
で
す

。

こ
の

よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
財
政
の
健

全
性

の
確
保
に
留
意
し
な
が
ら
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
的
弱
者
に
「
痛

み
」
が
集
中
し
な
い
よ
う
、
老
人
福
祉
を

は
じ
め
と
す
る
総
合
的
な
地
域
福
祉
施
策

の
課
題
に
取
り
組
む
と
共
に
、
当
面
す
る

重
要
施
策
、
課
題
の
推
進
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
た

め
、
各
般
の
事
業
の
取
捨
選
択
を
し
な
が

ら
、
事
務
的
経
費
の
節
減
合
理
化
と
効
率

化
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
要
か
っ

効
率
的
な
配
分
に
徹
し
、
節
度
あ
る
財
政

運
営
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す

。
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活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
平
成
十
四
年
度
当
初
予
算
が

、

三
月
十

八
白
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
た
三
月
定
例
町

議
会
で
審

議
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

一般会計当初予算額の状況 I 

その他
19.6% 

川
内
町
で
は
、
法
人
税
収
が

低
水
準
で
推
移
し
、
町
税
の
も

う

一
つ
の
柱
で
あ
る
固
定
資
産

税
も
減
収
と
な
り
全
国
的
な
交

付
税
の
減
収
傾
向
と
合
わ
せ
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、
よ

り
効
率
的
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

各
会
計
の
予
算
規
模
と
し
ま

し
て
は
、

一
般
会
計
は
、
四
、

七
三
三

、

0
0

四
千
円
で
、
対

前
年
比

三
・

七
%
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す

。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別

会
計
が
、

九

一
五
、

八
五
七
千
円
(
対
前
年
比

一

O
%
増
)
、
老
人
保
健
特
別
会
計

が
、

一
、
四
O
八
、
二
六
四
千

円
(
対
前
年
比
五
・
五
%
増
)
、

簡
易
水
道
特
別
会
計
が
、

二
三

五
、

三

一
四
千
円
(
対
前
年
比

四
・

四
%
増
)
、
公
共
下
水
道
特

別
会
計
が
、
五
八
五
、
六
八
九

千
円
(
対
前
年
比

二
二

・

四
%

減
)
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会

計
が
、

一
七
九
、
O
六
三
千
円

(
対
前
年
比

一
・

七
%
増
)
、
介

護
保
険
特
別
会
計
が
、

六
四
O

、

六
O
O

千
円
(
対
前
年
比
八

・

七
%
増
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会

計
予
算
規
模
の
総
計
は
、
八
、

六
九
七
、
七
九

一
千
円
で
、
対

前
年
比
で
は
一

・

七
%
の
増
額

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す

。
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-
一
般
会
計
当
初
予
算
の

主
な
も
の
・

O
総
務
費

市
町
村
合
併
推
進
に
要
す
る

経
費
、
直
営
林
の
計
画
的
整
備
、

交
通
安
全
対
策
、
防
犯
対
策
、

情
報
公
開
、
広
報
活
動
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

施
設
整
備
の
経

費
、

ま
た
固
定
資
産
の
公
正
な
評
価

の
た
め
の
経
費
な
ど

。

掛.

拘
ぽ

株主Ar
え
H
W

O
民
生
費

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充

実
、
福
祉
館
運
営
事
業
、
児

童

の
保
育
・
福
祉
の
充

実
に
要
す

る
経
費
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か

か
る
経
費
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
な
ど

。

将来構想研究会



月定例議会報告

-E司~王室冨 EU~5lO)~j~-平成 14 年度一般会計当初予算・
J\ード事業の主なもの 会計区分 当初の予算額

増減率(%)
(千円)

一般会計 4 ,733 ,004 3.7 

国保(事業) 915 ,857 1.0 

老人保健 1.408 ,264 5.5 

簡易水道 235 ,314 4.4 

公共下水道 585 ,689 ム22.4

ふるさと交流館 179 ,063 1.7 

介護保険 640 ,600 8.7 

4口』 計 8 ,697 ,791 1.7 

20 ,777 

45 ,603 

74,693 

7 , 137 

134,000 

5 ,000 

80 ,000 

403 ,501 

324 ,900 

8 ,408 

43 ,652 

32 ,038 

3 ,329 

96 ,206 

合併処理渇化槽設置整備事業補間金

ふるさと水と土ふれあい事業費

震道改修ほか

造林事業補間金

林道改良舗装など

環境土木整備工事

町道維持修繕工事

道路橋梁新設改良費

北方中央線改良ほか

町営住宅施設改修

小学校施設整備工事ほか

中学校施設整備工事ほか

却稚園施設整備工事ほか

災害復旧費

(単位:千円・% )

区 分 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度 9 年度 1 0 年度 1 1 年度 1 2 年度 1 3 年度 1 4 年度

当初予算 3,634.409 3,864,884 4,097 ,000 4,629 ,100 5,598,569 5,172 ,023 4,693 ,766 5,107 ,707 4,565 ,762 4,733 ,004 

増減率 7.7 6.3 6.0 13.0 20.9 ム7.6 ム9.2 8.8 ム 10 . 6 3.7 

-・・-握蓋E藍~孟図f主主a・・・

O
衛
生
費

住
民
の
健
康
管
理
意
識
の
向

上
、
早
期
発
見
の
機
会
提
供
の

た
め
の
経
費
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

管
理
費
、

ま
た
環
境
衛
生
費
で

は
、
合
併
処
理
津
化
槽
設
置
推

進
経
費
な
ど

。

検診結果報告会

O
農
林
水
産
業
費

ふ
る
さ
と
水
と
土
保

全
対
策

事
業
に
よ
る

農
業
基
盤
の
整
備
、

農
道
、
た
め
池
、
水
路
及
び
林

道
の
計
画
的
な
整
備
へ
の
投
資
、

林
業
振
興
に
か
か
る
経
費
、
商

工
業
の
育
成
事
業
、
国
土
調
査

事
業
の
推
進
、
生
産
調
整
推
進

事
業
補

助
を
は
じ
め
ソ
フ
ト

事

業
の
充
実
に
要
す
る
経
費

。

O
土
木
費

幹
線
道
路
や
生
活

に

密
着
し

た
道
路
整
備
、
町
営
住
宅
の
維

持
管
理
の
経
費

。

完成した町道天神西組線

O
消
防
費

消
防
施
設

・

設
備
の
整
備
に

係
る
経
費

。

O
教
育
費

学
校
教
育
の
充
実
、

小
児
成

人
病
対
策
事
業
に
よ
る
健
康
管

理
、
各
種
学
校
施
設
の
計
画
的

な
整
備
の
た
め
の
経
費

。

社
会

教
育
で

は
、

青
少
年
の
健
全
育

成
、
文
化
財
及
び
民
俗
資
料
等

の
保
護

・

整
理
経
費
、
社
会

体

育
や
生
涯
学
習
事
業
の
充
実
の

た
め
の
経
費
な
ど
。

トイレ改修予定の川上小学校

固 広報かわうち 4.25.2002



O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

野
首
委
員
の
任
期
が
平
成
十

四
年
五
月
三
十

一
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

を
推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の

(
同
意
)

O
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

の
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職

員

も
同
様
に
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の

(
可
決
)

O
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等

の
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職
員

も
同
様
に
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の

(
可
決
)

O
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

の
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職

員

も
同
様
に
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の

(
可
決
)

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の

改
正
に
伴
う
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

目
的
達
成
の
た
め
、

廃
止
す
る
も
の

岡田空l 国型|
健康センター管理運営委員会

温泉施設運営整備等特別委員会
佐賀県大町町訪問

川内申学校卒業式

3月定例町議会(第一8)

産業建設常任委員会

保健福祉常任委員会

総務文教常任委員会

3月定例町議会

産業建設常任委員会

総務文教常任委員会

土地開発公社理事会

3月定例町議会(最終日)

教職員離任式

年度始め式
産業建設常任委員協議会

教職員着任式

保健衛生実跨会理事会

県町村会定例評議員会

東温高絞入学式
川内中掌絞入挙式

月定例議会報告
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条
例
を

(
可
決
)

O
川
内
町
総
合
運
動
公
園
建
設

基
金
等
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

総
合
的
な
運
動
公
園
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
見
地
か

ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

(
可
決
)

O
川
内
町
立
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

公
立
学
校
の
学
校
医

、

学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公

務
災
害
補
償
に
関
す
る
法

律
の

一
部
改
正
に
伴
う
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

乳
幼
児
の
保
健
の
向
上
と
福

川
内
町
出
身

の
青
年
へ
の
温
か
い
配

慮
に
対
す
る
お
礼
に
訪
れ
た
大

西
町

長
と
握
手
す
る
佐
賀
県
大
町
町
の
武

村
町
長

里|国金|自室l 目

8 
9 

祉
の
増
進
の
た
め

医
療
費
助
成

の
拡
充
を
行
う
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
公
共
用
財
産
管
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

固
有
財
産
特
別
措
置
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の(

可
決
)

O

一
般
会
計
補
正
予
算
(
案
)

(
可決
)

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
(
案
)

(
可
決
)

O
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
(
案
)

(
可
決
)

O
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
(
案
)

(
可
決
)

O
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

補
正
予
算
(
案
)

(
可
決
)

O
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
(
案

広報かわうち 4.25 . 2002 困

(
可
決
)

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別

委
員
会
審
査
報
告
(
中
間
)

O
温
泉
施
設
運
営
・
整
備
等
特

別
委
員
会
審
査
報
告
(
中
間
)

O
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員

会
審
査
報
告
(
中
間
)

O
合
併
検
討
特
別
委
員
会
審
査

報
告
(
中
間
)

O
川
内
町
議
会
の
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

川
内
町
議
会
の
議
員
の
定
数

を
同
人
か
ら
凶
人
に
改
め
る
も
の

(
可
決
)

16 川内申学校卒業式

正副議長・総務文教委員

18 3月定例町議会(第一日) 全議員

合併検討特別委員会 議長・特別委員
産業建設常任委員会 議長・産業建設委員

保健福祉常任委員会議長・保健福祉委員

奨学資金運用委員会 総務文教委員長
総務文教常任委員会 総務文教委員

町内各小掌校卒業式 校区議員

25 議会運営委員会 議長・運営委員

3月定例町議会(第8日) 会議員

産業建設常任委員会議長・産業建設委員

総務文教常任委員会 総務文教委員
川内保育園卒園式 保健福祉委員

土1t!l開発公社理事会 理事
松山地区広戚市町村圏協議会総会 議長

給食センター運営委員会総務文教委員長

川内町障害者福祉計画策定委員会

保健福祉正副委員長

議長・運営委員

全議員

議長

議長・校区議員

議会運営委員会

3月定例町議会(最終日)

教職員着任式

町内各小掌授入挙式

川内中学鮫入挙式

正副議長・総務文教委員

19 

20 

22 

26 

27 

28 

29 
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福拙タタ事ーをご利用支ださt~\i ! li !
川内町在住の方で、下記の手帳をお持ちの方に、 タクシー初

乗り運軍分(540円~550円)が無料となるチケッ トをお渡しし
ています。

.身体障害者手帳1~3級 .療青手帳A . B
チケッ トは24枚綴りで、お一人につき年に 1 間分の回成が

育ります。使用できるタクシ一会社は、以下の4社となってい
ます。

4zh z 社 名 電 話 番 =EZョヨ

川上 タクシ ー (089)966 -2035 

重 信 タ ク シ - (089)964-2333 

東温タクシ - (089)964-2054 

見奈良タクシー (089)964-3647 

申し込みは印鑑と手帳を持参の上、役場福祉課の窓口まで
申し出てください。 (平成 14年度分は、 4月よりお渡ししてい
ます。)今後も引き続き聞成を行っていきます。

F 詳しくは役場福祉課福祉係までお問い合わせください 可
h e 8966-2223 a 

、

.老人保健の訪問看護を受けた場合
①定額制の訪問看護ステーション (注)

1 日につき600円 ・~ I181こっき6"4"0円
1 ヵ 月 に6 日以上訪問看護を受けた場合は、 その月の6

日目以降の訪問看護については基本利用料の負担はあ
りません。
(注) 訪問看護に要した費用を定額で徴収することを

都道府県知事に届け出た訪問看護ステーショ ン

.外来の場合
①定額制の診療所 (注)

-・r~・・・:1=-活;'J・・--~・断道置吉田・

1 日につき850円
1 力 月 に5 日以上通院した場合は、 その月の5日目以降

の通院については負担がありません。
(注)一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事

に届け出た診療所

圃h1 日につき800円

②定率制の訪問看護ステーシ ヨ ン
一部負担金は老人保健の訪問看護に要する費用の 1

割ですが、 同一の訪問看護ステーシ ョ ンでの墓本利用料
が 1 ヵ 月 に以下の額に達したときは、 その後は基本利用
料の負担はあり ません。

1 力月に ..... 

3 ， 000円 -

②病院および定率制の診療所
一部負担金は医療費の 1 割ですが、 同一の医療機関で

の負担額が 1 カ 同に以下の額に達したときは、 その後は
自己負担がありません。

1 抱月に
3 ， 200円

1.医療機関で院外処方せんを交付されなかった方

.柔道整復師の施術を受けた場合
①定額制の施術所における 1 日あたりの一部負担金に相
当する金額

1 日につき800円

副
園
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰

川
内
町
議
会
議
長

細
川

武
雄
氏

去
る

二
月
七
日

、

川
内

町
議
会
議
長
の

細
川
武

雄
氏
が
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
賞
は
、
三
十
年
の

長
き
に
わ
た
る

議
会
制

度
の
高
揚
や
地
域
の
振

興
及
び
住

民
福
祉
の
向

上
に
尽
く
さ
れ
た
功

鑓

一­

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す

。

一一

-・『41・.r-~:J・・

医療機関で3 ， 000円 己- '3 ， 200円
大病院(ぺツ 卜数が200床以上ある病院)で受診された方は

5 ， 000円 .. 5 ， 300円

-・・「8・・1:1;:t・~

②定率制の施術所における 1 月あたりの一部負担金に相
当する金額の限度額

1 力月につき
3 ， 000円

1 日につき850円-‘ II .医療機関で院外処方せんを交付された方

円
­
nu
ｭ
nu
ｭ

を
2

一

つ

一

に
q
u
一

月カ... -・.. ー・・元・・~

詳しくは役場福祉課保険係まで I 

お問い合わせください ~I:f~~ I 

医療機関で 1 ， 500円 ・.... 1 ， 600円
薬 局で 1 ， 500円 ~ 1 ， 600円
大病院(べツ 卜数が200床以上ある病院)で受診された方は

それぞれで 2 ， 500円 r:_ .2 ， _6_50円

圃 広報かわうち 4 . 25 . 2002



教 諭

養護教諭

講 自市

専 門 員

校務員

今年度 fl" ちcJ= )l く
お願い L 事可。

••••••••• 
T81 966-2021 
Fax 960-6099 

一
校 長 渡部 徹

教 頭 北{深久吾

教 諭 野口佳吾

松末喜久吾

小)11 敏 j度部 緑

富田佳吾 土居元吾

橘 信幸 白戸真理吾

井上正記 安井輝美

渡部浩美 芝 恒J台

白井軒 11
大野元三子

日野聖美
森 郁三子

池田文晴

和田日出予
渡部加代吾

西原孝典
山本浩二

石丸恭吾 |
河野隆史

渡部富吾

児玉正人
津川八千代

片岡績予
竹内英司

濃部千加
清水直美

二神 1専
園本理恵

相原美穂
立花卓美 |

舎井 豆郎
橋本英樹

西出清美
小池醤吾

池田 美加
中平美佐

橋本祐志

雪崩己 11 田申奈保寺
宇野道吾 吉宗嵩彦

j度遅奈己

谷尾典吾 問教諭 形岡 繁

山岡理奈 養護教諭 大北幸三子

高瀬克巳 講 自市 加納敬土

石水清一 専門員 渡部誠治

事絞栄養器員 金吾仁美

校務員 山下 建吾

, 

仁 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ソ|T81 966-2075 I T81 966-3755 
Fax 966-2075 Fax 966-3755 

校 長 菅野胤吾 園 長 高須賀澄吾

教 頭 伊賀上郁夫 主任教諭 門田 千秋

教 cmリ 大軍宕香 高本 泉

曽我部節美 教 諭 岡本由美予

近法 11
篠森留予

山内 貢

11 
青木一二=

渡部雅美 戒能由梨

宮脇美智代 ~I 問教諭 西崎奈央

養護教諭 山川千代吾 専門員事務係長 杉原キシミ子

主 事

校務員

T81 966-2088 
Fax 966-2088 

11 教関諭長 桑原

井上
校 長 白井良三子

教 頭 高須費悪美吾

教 諭 高須賃秀喜

佐々木しのぶ
西谷幼稚園

藤本留吾

渡部謙吾 T81 966-5850 
Fax 966-5850 

大野和人

前崎ななえ 園 長 田井良否

養護教諭 安井圭吾 副園長 菅野みほ吾

主 任 萩山雅彦 主任教諭 福田 保恵

校務員 長曽我部繁吾 教 諭 近藤恵吾
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鶴場職員
圏置園

0町長 大西勉
O助役 八木貞信
O収入役 松末俊彦
。総務課 (Tel 966 -2222) 
課長 大石秀輝
課長補佐兼財政 ・ 管財係長

林 宏保
白戸 隆
近藤昭弘
青野伸一
佐伯美帆

(合併担当) 桑原和宏
杉原慎一郎
近藤秀之
河端徳明
小倉彩子

課長補佐(合併担当)
専門員庶務係長
庶務係(兼)

収
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一

志
之
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司
'
』

長

ト

長

系

白
山

系

一割

9

釦

司
町
広

』
川
け

V
1
q

係

課

企

-
M

税

財

整

兼
係

(

兼

管
長

調

佐
長
整

課

佐
佐

・
係
係

画

補
係
調

務

補
補

政
報
報

企
長
長
整
画

税
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長

財
広
広

O
課
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調
企

O
課
課
課

坂本態俊
渡部光長
林 和子
松本則一
桑原修治

。福祉課 (Tel 966 -2223) 
課長 桑原重寛
課長補佐 野口泰治
課長補佐兼介護保険係長

渡部通生
池川 史
渡部光温
白石なぎさ

小倉 晋
菅野尚人
名越利江
野中祝子
高橋 美帆
渡部清美
羽藤由美子
池川 裕子

く〉川内町ふるさと交流館
(Tel 960 -6511) 

館長 渡部昭義
。福祉館 (Tel 966 -3306) 
福祉主事 近藤初美
O産業課 (Tel 966 -2227) 
課長 緒方光男
主幹 高須賀哲雄

謀長補佐兼商工観光係長
篠森俊明

専門員徴収係長
税務係

専門員福祉係長
福祉係

介護保険係
専門員保険係長
保険係

専門員戸籍係長
戸籍係
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産業振興係長
産業振興係
農林土木係長
農林土木係

二
利
幸
敏
祐
久

三
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司
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長
長
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長
長
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〈
〉課
課
謀
地
建
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登

O
課
課
水
水
下
下

O
課
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国
因

。
出
専

O
セ
専

主
主

O
所
係
保

小倉 章宏
永野洋子
相原律代
両村千春
近藤阿由美

栄養士 河端千津子
。清掃センタ ー (Tel 966 -4989) 
所長(兼) 小倉 章宏
専門員係長 池川 秀敏
主事 乃万尚
0保育園 (Tel 966 -2288) 
園長 吉良ノブ子

副園長 渡部恒
保育士 福田恵伊子

橘 美歩子
宇高冨喜恵
大野美奈子
片山みより
浅野幸子
渡部峰子
加藤康子

用務員

。議会事務局 (Tel 966 -5444) 
事務局長 武智洋一
主任書記 大石展子
。教育委員会事務局

(Tel 966 -4721) 

藤原 弘
大西 裕
高須賀広一
渡部絵美

教育長
学事謀長
専門員学事係長
学事係
英語指導助手

クラウス ・ テ苧 イ ー タ ー・ オjレ卜

教育相談員 (兼) 渡部良温
心の教育相談員 近藤キサ子

酒井 孝
高須賀一恵
本田知嗣
渡部英隆
渡部良温

社会教育課長 永田栄新
謀長補佐兼社会教育係長兼社会体
育係長兼文化係長 高須 均
社会教育係 菅野 美香
社会体育係 近藤和明
文化係 樋口康裕
社会教育指導員 柳田暢彦
子どもセンタ ー長(非常勤)

渡部英隆

0補導センター
所長(兼) 藤原 弘
事務周長(兼) 永田栄新
社会教育指導員 本田知嗣
O給食センター (Tel 966 -2207) 
所長 桑原常夫
主任調理員 大西 幸子
副主任調理員 田中ゆい子

調理員 近藤文子
松下 琴美
桐山松美
石谷千里
田中寛士

。監査委員
書記(兼)
書記補(兼)
。選挙管理委員会
書記長(兼)
書記長補佐(兼)
主任書記
。農業委員会
事務局長
主任書記

武智洋一
大石康子

大石秀輝
白戸 隆
青野伸一

子
香
涼
美

智
宮

越
二

0人事
。退職
産業課
東谷幼稚園

宮脇 美穂
谷 史佳

0法律顧問弁護士
行政各般にわたる法律的問題に対
応するため、新しく顧問弁護士を

設置しました。
松山市歩行町 2 丁目 3 番 15 号

白石 喜徳法律事務所



介
護
Q
&
A

Q

他
市
町
村
に
引

っ

越
し
た

場
合
の
認
定
は

7

A

す
で
に
、
「
要
介
護
」
ま
た

は
「
要
支
援
」
の
認
定
を
受

け
て
い
た
方
が
、
他
の
町
村

に
引
っ
越
す
と
き
は
、
あ
ら

た
め
て
介
護
認
定
審
査
会
を

経
る
こ
と
な
く
認
定
さ
れ
ま

す
。

①
転
出
届
を
提
出
し
た
際
に
す

で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
こ

と
の
証
明
書
を
受
け
取
り
ま

す
。

②
転
出
先
の
市
町
村
に
そ
の
証

明
書
を
添
え
て

H
日
以
内
に

申
し
込
み
ま
し
ょ
う

。

Q

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

が
認
定
か
ら
外
れ
た
ら

7

A

施
設
サ
ー
ビ
ス
は

「非
該
当

(
自
立
)
」
「
要
支
援
」
と
判

定
さ
れ
た
方
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

も
し
認
定
の
更
新
時

な
ど
で
対
象
外
に
な
っ
た

ら
、
基
本
的
に
退
所
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
施
設
の
介
護

支
援
専
門
員
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い

。

Q

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
不

満
の
あ
る
と
き
は
?

A

ま
ず
、
市
町
村
の
介
護
保
険

担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

内
容
に
よ
っ
て
、
都
道

府
県
の
「
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
」
が
事
業
者
へ
の

調
査
、
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

Q

隣
町
の
事
業
者
の

サ
l

ビ

ス
は
利
用
で
き
る

7

A

自
分
の
住
所
地
以
外
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
を
利

用
し
た
り
、
施
設
サ
ー

ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
も
出
来
ま

す
。

年
金
Q
&
A

Q

年
金
は
老
後
を
む
か
え
れ

7尽
ぱ
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
の

で
し

ょ

う
か
7

A

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

一

定
の
ル
l

ル
が
あ
っ
て
そ
の

ル
ー
ル
に
あ
っ
で
な
け
れ
ば

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

例
え
ば
国
民
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
初
歳
か
ら
印
歳

に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加

入
し
て
、
原
則
と
し
て
最
低

お
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
免
除
期

間
を
含
み
ま
す

。

)
加
入
し

て
も
保
険
料
を
納
め
な
い
と

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

Q

年
金
を
受
け
て
い
る
父
が

死
亡
し
ま
し
た

。

年
金
の

手
続
き
が
、
必
要
で
す
か
?

A

年
金
を
受
け
て
い
た
人
が
亡

く
な
ら
れ
た
ら
、
そ
の
遺
族

の
方
は
凶
日
以
内
に
「
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
」
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

も

し
こ
の
届
出
が
遅
れ
た
り
、

忘
れ
た
り
す
る
と
死
亡
日
以

後
も
年
金
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

過
払
い
と

な
っ
た
年
金
は
、
あ
と
で
遺

族
の
方
か
ら
返
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
、
余
分
な
負

担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
死
亡
の
届
出
は
速

や
か
に
に
行
っ
て
く
だ
さ

Q

老
後
に
よ
り
多

く

の
年
金

を
受
け
た
い
と
思

っ

て
い

ま
す
。

何
か
よ
い
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

A

現
在
払
っ

て
い
る
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
将
来
付
加
年
金
が

プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
を

お
す
す
め
し
ま
す

。

. 問い合わせ先 .

介護、年金
・・福祉課 (ft966-2223)

教育
・・教育委員会 (包966-4721)

交通
- 総務課 (ft966-2222)

水道
・・・・・水道課 (ft 966-2238)

もよおし
• . 吾育て麦援センター (ft 966-2080)

広報かわうち 4.25 . 2002 回
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緊
急
非
常
装
置
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

町
内
の
学
校
施
設
な
ど
に
緊

急
非
常
装
置
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
緊
急
非
常
装
置
は
、

事
件
や
犯
罪
な
ど
が
起
こ
っ
た

際
に
、
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
非
常
事
態
を
自
動
的
に

1

1
0

番
に
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

こ
の
装
置
は
3

月
間
日

か
ら
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

。
緊
急
非
常
装
置
設
置
箇
所

川
内
中
学
校
・

川
上
小
学

校
・

東
谷
小
学
校
・
西
谷
小

学
校

・
川
上
幼
稚
園
・
東
谷

幼
稚
園
・
西
谷
幼
稚
園
・

川

内
保
育
園

・

く
す
の
き
児

童

ク
ラ
ブ
・
ふ
る
さ
と
交
流
館

パ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た

「
停
留
所
で
待
っ
て
い
て
も

パ
ス
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な

い
」
「
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

も
正
確
な
パ
ス
の
状
況
が
わ
か

ら
な
い

」
な
ど
の
要
望
に
ご
た

え
る
た
め
に
パ
ス
ロ
ケ

ー

シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
主
要

バ
ス
停
、
待
合
所
な
ど
に
設
置

さ
れ
、
停
留
所
で
の
到
着
予
測

や
目
的
地
ま
で
の
所
要
時
間
を

表
示
す
る
と
と
も
に
松
山
市
駅

前
案
内
板
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

な
ど
に
よ
り
運
行
情
報
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

一一一一一一一一一一一... "国橿匝i:il軍吉・園田Eーヨ日菅占f.iæ持組制t昌司

給
水
装
置
工
事
業
者
の
追
加

指
定
に
つ
い
て

平
成
U
年
3

月
に
給
水
装
置

工
事
業
者
と
し
て
追
加
指
定
し

た
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す

0

0
附
大
塚
水
道

松
山
市
中
村
1

丁
目
1
3

・
3
9

(8
9
4
3

・
5
1

1

1
)

O
側
愛
水

新
居
浜
市
久
保
田
町
2

丁
目

l

i
4
5
(
8
0
8
9
7

・

3
4

・

1

3

1
3
)

O
伺
渡
部
設
備

松
山
市
鴫
川
3

丁
目
1
・

4
5

(8
9
2
5

・

6
8
1
8
)

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
か
う

子
育
て
広
場

八
〉日
時

5

月

口
日
幽

午
前
9

時
初
分
j

日
時

(
受
付9
時
1

9

時
初
分
)

。
集
合
場
所
川

内
保
育
園

。
内
容

と
べ
動
物
園
へ
行
こ
う

(
雨天
時
は
、
え

ひ
め
ご
ど

も
の
城
)

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
行
き
ま
す

0

0
参
加
費

動
物
園
入
園
料

。
持
参
晶

3
0
0

円

お
や
つ
、
お
弁
当
、
水
筒
、

帽
子
、
着
替
え
な
ど

※
参
加
ご
希
望
の
方
は

5

月
刊

日

樹
ま
で
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

な
お
、

参
加
希
望
者

多
数
の
場
合
は
、
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

あ
お
ぞ
S
広
場

砂
場
や
遊
具
で
親
子

一
緒
に

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

毎
週
金
曜
日
午
前
9

時
i

日

時
(
雨
天
時
は
健
康
セ
ン
タ
ー

の
「
こ
と
ば
の
教
室

」
で
行
い

ま
す
。

)育
児
相
談

子
育
て
で
因
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば

(
8
9
6
6
・

2
0
8
0

)

ま
で
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ

さ
い
。

岩
澗

著

今日も車椅子で町を爆走する高校2年生。悩
むけど、決めたら迷わない。前例がなくても
やってみる一。そんな彼が限りない感謝を込
めて綴った、勇気と感動のエッセイ。

ま
だ
り
歳
だ
け
ど
、

人
生
っ
て

面
白
い
と
思
う

大
起

岡
田

恵
和

著

耳が聞こえないという障害ゆえの葛藤に美
恵子が苦しむとき、まっすぐにその心を見つ
める博文。幸せをつかもうと懸命に生きるこ
人の日々は今日も続いていく . . 。 感動の
スペシャルドラマの第4章を収録した脚本集。

君
の
手
が

さ
さ
や
い
て
る

最
終
編

郎

ー__. 著
人生80年を生きる、上手にお金を使ってい
い人生を送ろう、老いと健康はうまくコント
ロールしよう、纏昧 おしゃれにうつつを抜
かそう等々、人生を勝ち組で締めくくる秘訣
を伝授。

副 広報かわうち 4.25 . 2002

「
お
金
持
ち
気
分
」
で

老
後
を

永
蔀
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松山自動車道の伊予西条インタ ーチェンジ

( 1 C) 一松山 1 C 問 (48.8 km) の 4 車線
化の工事のうち、 川内トンネル(川内町河之
内)が貫通し、 3 月 29 日に貫通式が行われ
ました 。 川内トンネルは、総延長 2845 m 
(トンネル部分 1338m) で、 2000 年 8 月
に着工され、事業費は約 1 9 億円となっていま
す。

式には -" 1 内町在住の小学生44 組の親子を
はじめ、約 200 名の関係者が参加しました。
はじめに代表者の点火による貫通発破が行わ

日 れ、くす玉聞きや子供みこしなどで祝福のム
: ードを盛り上げたあと、みんなで貫通点の通

交・ 通・安.全.教.室 ; り初めを行いました。

憂媛県バレーボール協会の j 第10回
.優秀選手賞.を受賞!!

4 月は、新入学の
季節、ぴかぴかの l
年生を多く見かけま
す。 そうした中、交
通安全に対する意識
を高め、正しい交通ル
ールを身につけるた
めの交通安全教室が、
各学校で行われまし
た。

3 月 1 0 日、松山コミュニティセンターで愛媛県
優秀選手賞の授与式があり、県下で男女 ・ 各 1 2 名
が表彰されました。
川内町からは、 川上スポ ー ツ少年団バレ ー ボー
ル部の田中宏枝さん、河井夢子さんの 2 選手が選
ばれ、受賞の喜びを分かち合いました。

川
内
ト
ン
ネ
ル

《
貫
通
式

《

田園~m
バレーボール大会

3 月 24 日に勤労者体育センターで第 10 回の記
念となる体育協会主催の「川内チャンピオンバレ
ー ボ ール大会j が開催され、 8 チームが参加しま
した。 白熱した大会の結果は以下のとおりです。

優勝 ・・・ 川内クラブB
準優勝 ・・・ 川内クラブA
第 3 位 ・ ・・ フレッシユ荏原

広報かわうち 4 . 2 5. 2002 回
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初午さん
3 月 15 日、川上神社で川内の春のお

祭り “初午さん"が行われました 。 去

年から川内保育園の園児が招かれてお
り、チピッコたちは袋を片手におもち

を追いかけました。

4 月 7 日、晴天の
もと、土谷公民館を
主会場に恒例の源太
桜まつりが行われま
した 。 今年は、あいに
く桜の花は終わりか
けていましたが、訪
れた人は、もちまき
や太鼓の演奏などで
山里の春を満喫しま
した。

源
太
桜
ま

つ
り

，

、~~

4

川
上
小
学
校

h
F

川
内
中
学
校

-E古田園亘書tョ・

4/8 
川上小学校 83 名

東谷小学校 1 2 名

西谷小学校 8 名

-1"3i軍彊長正=・

4/9 
川内中学校 136名

4
司
東

山
氏ロ幼
稚
園

企川内保育園

-I;"~j冒~.自E長・・

4/6 
川内保育園 1 36 名

4/10 
川上幼稚園 51 名

東谷幼稚園 7 名

西谷幼稚園 11 名

国 広報かわうち 4.25.2002

』
V

西
(
〈
ロ
小
学
校
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難爵喜SF

「みんなのひろばj に耳寄りな情報をお寄せください。

満 1 歳おめでとうのコーナーでは、 6月生まれの満 1 歳児を

募集します。 5月8日までに役場総務課広報係 (n966-

2222 E-mail: soum@town . 1くawauchi.ehime.jp)

まで写真とコメン卜をお寄せください。川肉町紋育委員会事士会教育課
阻089-966-4721苦手t:
{電~.芭ぬ申し込B予定結構t:司t. ) 

員

鏡習内容
f加費
老ぬ他

戦，込書
網針先

定

パネル展 ・り遺跡-・ 揚り畑
-
9
淵

m
S
F
‘

問

診
、
一

島
、
主

1

・

A
W白
川

e
A
叶

μ
治

弥生の人たちの生活
揚り畑遺跡から出土した現在までの遺跡を展示

します。

今回は、 出土した土器類や石器などのいわゆる

当時の生活用品を当時の人たちがどのように使用
していたのか、どのような使われ方をしていたの

か…当時の人々の生活を想像します。

ロビーふるさと交流館「さくらの湯J

4月 30日 (火) ~5月 6日(同 )

土器類・石器類

.展示場所

.展示期間

.展示遺物

5日 (子供の日 )

場所 滑川生活改善センヲーザラウンド他

イベント肉容のご案内
.清流釣り堀(有料)
・弓の模範演妓(弓道連盟の皆さん)午前9時30分~
・餅まき (光明寺境肉為朝廟)午前10時~
・ふるさと交流バーベキュー(前売~) 前売券 1人前 2 闘円

当日券 1人前 ' .000円
・お楽しみヲイズ
・お茶野だて 開会信先 966-5224 (光明寺・肉図〉

・その他複鍵店、ザム右ど盛りだ〈古ん 9回一2222 (役場企画銅銭銀}

表
川
吟
社
三
月
例
会
報

釣
人
の
石
に
な
り
を
り
磯
長
閑
樋
口

長
閑
さ
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

白
酒
や
背
丈
の
伸
び
し
孫
娘

跳
ね
橋
や
レ
ト
ロ

の
街
に
作
つ
長
閑

わ
だ
か
ま
り
解
け
て
寛
ぐ
お
白
酒

白
酒
や
祇
園
の
茶
屋
の
京
料
理

牛
売
り
し
小
屋
ひ
ろ
ひ
ろ
と
冴
え
返
る 戒

同E

広報かわうち 4.25 .20 02 回

多
喜

史
子 報

菅
野
美

岬

青
野
八
重

仙
波
淑
子

田
中
笹
子

宇
和
川
春
馬

渡
部
て
る
み

春
矩
燐
雨
の
一
ト
日
能
り

け
り
河
原
汀

子

子
離
れ
と
い
ふ

一
区
切
り
夏
蜜
柑
戒
能
多
喜

大
屋
根
の
鰻
絵
の
鬼
や
花

曇
り

宇
和
川
悠
起

掘
り
起
こ
す
土
に
ま
つ
は
る
蛙
か
な
宇
和

川
洋
子

遠
く
よ

り
手
を
振
る
友
や
桜
餅
相
原
初
子

転
退
き
て
畑
弄
り
や
花

曇
菅

野
美
代

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
裾
を
揺
ら
し
ぬ

春
の
風

野
中
加
寿

領
家
世
津

和
田
準

近
藤
市
女

渡
部
五
月

雨
宿
り
の
屋
根
付
き
橋
や
菜
種
梅
雨

花
冷
え
や
商
家
の
蔵
の
虫
簡
窓

雨
雫
含
み
て
重
き
桜
か
な

早
春
の
光
厨
の
天
井
に
も

)1 1~~t41\~~/~ 11凪
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団
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(父

優しい気持ちを持って
元気にすくすく育ってね。

松
山
歩
兵
第
二
十
二
連
隊

体
験
入
隊

こ
の
写
真
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
の

昭
和
印
年
頃
に
撮
ら
れ
た
松
山

二
十
二
連

隊
体
験
入
隊
時
の
記
念
写
真
で
す

。

こ
の
部
隊
は
、
松

山
を
拠
点
と
し

、
明

治
凶
年
に
現
在
の
堀
之
内
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

写
真
に
は
、
当
時
の

川
上
村
の

三

津
山
保
太
郎
村
長
を
は
じ
め
、
の
ち
に

川

上
村
最
後
の
村
長
と
な
る
樋
口
光
春
氏
な

ど
が
写
っ
て
い
ま
す

。

(写
真
提
供

斉
院
之
木

高
須
賀

操
さ
ん

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
一
報
を
!

いっぱい笑って大きくなろう|
(父母より)

新役員も出そろい、春風に帆をあげて、
平成 1 4 年度の婦人会丸が出発 し ま し た 。 今

年度もどうぞよろしくお願p申し上げます。
O花いっぱい運動
日時 5 月 11 日(土) 10 : 00-
場所 さくらの園へご集合ください。

内 容 お世話をおかけします。 どなたで
も よ ろ し くご参加下さいますよ う
お願いします。

0力ンカンウオーク
日時 5 月 25 日(土) 9: 30 -11 : 00 
場所 中央公民館へご集合ください。
内容 子供さんも 一緒に川内町を美しく

しませんか。

0 5 月ポカシ作り
日時 5 月 26 日(日 ) 19 : 3 0 一
場所 中央公民館大ホ ール
内容 発酵液を作る方は米のとぎ汁をご

持参ください。

O日赤募金 (5 月末まで)
お世話をかけます。 ご協力を よ ろしくお

願p し ま す。

0桜の園と産業道路の花壇が今年も見事に
開花しました。 開花までの作業、いろい
ろとお世話になりました。

婦人会から

川
柳
も
づ
く
吟
社
四
月
例
会
報

高
瀬
喜
撰
亭
選

そ
よ

風
に
乗
っ
て
ツ
バ
メ
の
里
帰
り
菅
野
美
雪

糸
車
昔
の
唄
が
聞
こ
え
そ
う
松
岡
義
国

芝
桜
石
垣
染
め
て
垂
れ
下
が
り
平
岡
深
舟

糸
し

ご
く
所
作
へ
女
形
の
芸
が
冴
え
高
岡
紫
温

立
札
が
腕
み
つ
け
て
る
塵
芥
の

山

野
中
友
親

展
示
場
芝
生
の
庭
が
文
立
派
岡
本
武
士

そ
よ

風
が
物
足
り
な
い
と
鯉
の
ぼ
り
大
島
実

物
置
に
母
の
形
見
の
糸
車
大
西
辰
夫

そ
よ

風
が
道
草
さ
せ
る
ラ
ン

ド
セ

ル
篠
森
美
登
里

こ
の
パ
ワ
l

見
ろ
と
納
豆
糸
を
引

く
佐
々
木
胡
舟

そ
よ

風
が
少
し
舞
わ
せ
て
行
く
葉
先
高
瀬
喜
撰
亭

日
時

六
月

一
日
午
後
七
時
半

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

遊
ぶ
箱
空

O
お
気
軽
に
覗
い
て
下
さ
い

。

固 広報かわうち 4.2 5 . 2 00 2



インフォメーション

圃
愛
媛
県
環
境
家
計
簿

園

l

l

田

園

モ
ニ
タ
ー
募
集

圃

・
対
象
者

…

県
内
在
住
の
満
別
歳
以
上
の

方
で
、
省
エ
ネ
や
環
境
問
題

に
関
心
の
あ
る
方

-
活
動
内
容

・

環
境
家
計
簿
の
記
帳

(
平
成H
年
7

月
1
9

月
・
ロ

月
1

平
成
日
年
2

月
)

・
講
習
会
に
出
席

(
6月
に
松
山
市
で
開
催
、
旅

…

費
支
給
)

・
記
帳
結
果
報
告
お
よ
び
モ
ニ

タ
ー
体
験
に
基
づ
く
提

言

-
募
集
人
員

日
名
(
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

-
募
集
期
間

平
成
凶
年
5

月

1

日

i
5

月

…

白
日

…

・
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
文
は
電
子
メ

l

ル
で

申
し
込
み

。

ど
ち
ら
の
場
合

も
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

・

別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明

­

記
の
上
、
県
庁
生
活
課
ま
で

・
問
い
合
わ
せ
先

干
7
9
0

・

8

5

7
0

H

松
山
市

一
番
町
4

丁
目
4
1
2

愛
媛
県
県
民
環
境
部
男
女
共

・

同
参
画
周
生
活
課

合
(
0
8
9
)
9
4
1・2
1
1
1

メ
i

ル
ア
ド
レ
ス

招
待
問
g
c
⑥
官
。
円
。EB
0
・B

圃
平
成
百
年

闇

圃

歌
会
始
一
詠
進
歌
圃

・
お
題

「
町
」
(
「
街
」
で
も
結
構
で
す

。

)

.
諒
進
要
領

・

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の

短
歌
で

一
人

一
首
(
未
発
表

・

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

)

・
用
紙
は
、
半
紙
(
習
字
用
の

半
紙
)
と
し
、
毛

筆
で
自

書

し
て
く
だ
さ
い

。

・
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用

…

い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
(
本
名
・

く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
l

ム

ペ
l

ジ

}
戸
け
苦
い
\
\
さ
さ
さ

-w
g
g
R
F
0・m
o
-
-

ち

\
]{N
\門
戸N
'
。ω

・宮
町
出
-

• •• 20 は名に直 間 と庁コ 郵 平諒 書 式 図 いおふ
日つを、接 い 書 L..._ T 便 成 進 ( 掛町 長 ) てより

ム と 1 l l 

また 書 郵、 合 きし O の 14 の T i '.' I くびが
で封き便宮 わ 呼、。 あ 年 期 | : ぉ | だ職な
に筒、番内 せ え封. て 9 間 | 職 句住よ 、 、 組 | さ 業 つ
おを返号庁 先 て筒 8 先 月 | 楽 部 山 、 、 両 | 勺 をさ
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松山家庭裁判所からの
お知らせです!!

ごみの収集日
月 清掃センター ft966-4989 

家庭裁判所では、家事事件の手続きに

ついての電話またはファックスによる案

内サービスを開始しました。

この案内サービスは、裁判所に足を運

ぶことなく、誰でも、いつでも、どこか

らでも、 夜間・休日を問わず24時間利用

できます。

どうぞお気軽にご利用ください。

.もえるとみ

収集眼目 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

月 ・ 木
東谷・西谷 ・ 土谷 ・滑川 5月 6日 (月 ) は
奥松瀬川・天神 5月 7 日 (火) に収集

ftー~
北方東・北方西 5月 3日 (金) は

火 ・ 金
南方東・南方西 5月 2日 (木) に収集

週

水・ 土
町西・町東(天神を除く )

変更なし
山田・横灘団地 ・前松瀬川

TEL. FAX 089-941-0520 

(電話 ・ ファックス共通番号)

.もえないとみ・組大ゴミ

収集地域
ペッ トボ ト Jレー

並ガラびス蛍空先ピ灯ン Z恕I 相l 大ゴミ 空乾 電き 缶池 矧矧 I志トやレさ ないイもEめI 

東谷商谷 - 土谷-滑川
51 9 (木) 5/ 16 (木) 5/20 (月 ) 5/27 (月 )

奥松瀬川 天神

北南方方東東・北南方方西西- 吉久 5/ 10 (金) 5/ 17 (金) 5/21 (火) 5/28 (火)

町西-町W: (天神を除 く)
山田検i灘団地 51 8 (水) 5/ 15 (水) 5/2 2 (水) 5/29 (水)
前松瀬川

L._____ーーーーーーーーーーー_.J
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回目回目固回
ll..5首位認E三温

日 時 対象児と注意事項

3 ヵ月一 7 歳 6 ヵ月の者。

種j4E毘。コ‘ 
5 月 7 日(火)
午後 2 時-3 時

※百日 l咳にかかったことがある方は二種混合(ジフ
テリア ・ 破防風)を受f~ で申し出てくださ1'.

6 ヵ月一 7 歳 6 ヵ月の者。本脳炎日 5 月 8 日(水)
午後 2 11寺-3 時

※標準的には、 3 歳で 2 1!B、<1践で l 闘の合計 3 回
を受ける必要があります。

ポ 5 月 15 日(水)
3 ヵ月 一 7 歳 6 ヵ月の者リ 20 日(月)

オ 午後 2 1時一 3 時
※下11<1をしていると受けられません。

風 5 月 23 日(木) 1 歳ー 7 歳 6 ヵ月の者

疹 午後 2 1時一 311寺 ※原則として、麻疹接磁を先に受けてくださ1'.

場所 健康セ ンター 2 階
持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体温計

E J;'~，_11I..lIIII 

5 月 13 日(月)
らくれん 午前 9 時 30 分一午前 11 時 30 分
愛媛十全医療学院附属病院 午後 O 時 30 分一 2 時
東予産業(株) 午後 2 時 30 分- 4 時

-がん検診・

実施日 検診内容 受付時間 場 所

胃 午前 7 1時 30 分-911寺
一一一ーーーーーー ー一一ーーーーーーーーーー-ーーー5 月 28 日(火)

5 月 30 日(木)
大腸・子宮

午前 7 時 30 分-10 時
健康センタ ー

乳・甲状腺

5 月 3 1 日 (金) 胃・大腸 午前 7 時 30 分-9 1時 河之内公民館

検診料 胃がん 900 円 大腸がん 600 円
乳がん 400 円 子宮がん 700 円
甲状腺がん 400 円

E E寺.rr;: :t=F.. V..，K帯型[]

今年30 歳、 40 歳、 50 歳、 60 歳、 7 0 歳になる方の節目検
診です。
日時 5 月 19 日(日)
受付時間 胃 : 午前 7 時 30 分- 9 時

大腸 ・子宮 ・ 乳・甲状腺 : 午前 7 時 30 分-10 時
場所 健康セ ンター
検診項目 胃 ・大腸・子宮 ・ 乳 ・ 甲状腺
検診料無料です。

※該当者には、検診の申込に関わらず、個別でご案内します。

区~;f9"E正当~ (診療時間:午前 9 時~午後 5 時)

日 当番医 住 所 電話

3 日(意提記念日) 重信クリニック 重信町 志津川 964-1188 

4 日(国民の祝日) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

5 日(子供の日) 愛媛十全医療学院附属病院 川 内町南方 966・50 11

6 日(振替休日) 藤 石 病 院 重信町 志津川 964・ 1234

12 日(回曜日) 友 ;'i民~ 医 院 松 山市水泥町 946-6262 

19 日(日曜日) 増田整形外科 松山市南彬本IIIJ 970-2020 

26 日(日曜日) 中 )11 病 院 松山市南梅本町 976-7811 

- ・ ・ ・ 健康冨科 ・ ・ ・ -
L リハビリテーションについて >
リハビリテーションという言葉は、機能回復訓練、

あるいは社会復帰の意昧で理解されていることが多い

と思います。 しかし 、 その本来の意昧は人聞が人間に

ふさわしくない状態になったときに再びそれをふさわ
しい状態に戻すこと 、 すなわち「権利、資格、名誉の

回復j という意昧で使われてきた、長い歴史をもった

言葉です。

リハビリテーション医学が対象とする疾患には、 脳

卒中、 脊髄損傷、 脳性麻簿、 神経筋疾患、骨関節疾患、

呼阪器疾患、 循環器疾患、糖尿病など非常に幅広い疾

患が富まれます。したがって、私どもが疾患や事故な
と.で障害を持ったとき、リハビリテーションが必要と

なってきますが、 ここでのリハビリテーションも単に

手足の機能訓練などの部分的な意昧にとどまらず、人
間全体としての「人間らしく宝きる権利の回復J

「全人間的復権j を意味するものです。 しかし、人間ら

しく生きる権利の回復とは必ずしも元と同じ宣活状態
を回復することではなく 、 むしろ多くの場合、障害を

契機として新しい人生を建設することが必要になって

きます。 この際「失ったものを嘆くよりも残されたも

のを大事にせよ (Rusk) J という言葉がありますが、

残された能力だけでなく、障害者個人の物的、 I~\理的

潜在能力を上手に引き出すことがリハビリテーション

の現場では重要であるといわれています。 そのために

は、家族、 職場、 地域社会などの環境面での協力がぜ

ひとも必要となってきます。このようにリハビリテー

ション医掌では、個人の「生活J の視点を導入したこ

とが、従来の 「生命j の視点が吏配的であった治療医

掌とは異なる点であると考えられます。
また、最近では、障害者は、 通常の人々とともに一

般社会で生活すべきだというノーマライゼイションの

思想や、 たとえ障害が重度であっても地主要で自立した

生活を送れるようにすべきだという自立生活の思想か

ら、地域リハビリテーションの必要性がいわれるよう

になってきました。 私どもの病院は、 昨年秋に愛媛県

から松山地域リハビリテーション広域主握センターの
指定を受けました。障害をもっ方々やその家族が地獄

社会でいきいきとした笠活が遅れるように、医療や保

健、福祉および生活にかかわるあらゆる人々や機関、
組織がリハビリテーションの立場から協力しあって、
当センターの活動を実りのあるものに出来ればと考え

ています。 また、 何かお尋ねになりたいことがありま

したら、 いつでもご遠慮なくお申し出下さい。
霊鑓十主医療学院附属病院

院長 光長栄治

広報かわうち 4.2 5 .2002 困



町の動き( 4 月 1 日現在)
人 口 11 ， 288人 (-38人)

男 5 ， 346人 (- 7人)

女 5 ， 942人 (-3 1 人)

世帯 数 3 ， 968戸 (+ 6戸)

戸籍の窓
( 3 月受付分・敬称略)

*ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年齢死亡月日世帝主

弁内上 渡部スミ 85 3. 3 渡部孝雄

道 向 桑原 明 92 3. 4 桑原 明

滑 川 下 和田 トク 88 3. 6 利回 トク

道 向 高須賀ヨシエ 90 3. 7 高須賀敦tz

板 戸 黒川ハルエ 91 3. 7 黒川進三

ー ヶ谷 勇利三郎 73 3.10 勇利三郎

下 沖 渡部ハルエ 91 3.16 渡部正朝

ガリラヤ荘 西崎ミキエ 83 3.17 西崎ミキエ

検団 2 白石秋一 91 3.20 白石守夫

中之町 高橋シヅノ 80 3.21 高橋 11 

森 岡井野定俊 64 3.29 回井野定俊

北八幡 細川数雄 80 3.30 細川敏雄

お詫びと訂正
4 月号の「戸籍の窓」のごめい福をお祈りいた
しますの欄で誤りがありました 。 小西光子さん
(横団 3 区)の年齢は、 58 歳でした。 ここに謹ん
でお詫びいたします。

交通事故の発生状況 平成14刷用 10日現在
本年

364 

3 
452 

昨年比

一 39

-39 
(松山南嘗察署管内)

表紙の写真
4 月 14 日、揚神社の春祭りの中、今年で 2 年

目をむかえる「すもう教室j が開かれました。 ふ
んどし姿の子供たちは、学生相撲出身者の本格的
な指導に目を輝かせていました。

国 図画
2 月号でお知らせしましたように 4 月からの広

報かわうちの紙面づくりについていろいろ考えて
きましたが、なかなかよい知恵が浮かびません。
そう乙うしているうちに、原稿の締め切りに追わ
れて…。 というわけで、あまり変わり映えしない
ものになってしまったかも 。 でも、乙れにめげず
に、少しづつでも変えていこうと新年度を迎えて、
気持ちを新たにしている広報係 l 年生です。

困 広報かわうち 4 . 25 . 2002

EJW~J.局長EFi幸弘~1I

・ 3 歳児健康診査
日時 5 月 1 6 日(木) 受付 午後 l 時一 2 時
場所健康センタ ー 2 階
対象児 平成 10 年 9 月 -11 月生まれの幼児
内 容 身体計測 ・ 問診・小児科診察 ・ 歯科診察 ・ 健康相談

(栄養・歯科)
持参品 母子健康手帳 ・ アンケート(事前に送付します。 )

・もぐもぐ教室
日時 5 月 23 日(木) 午前 9 時 30 分-1 2 時
場所健康センター 2 階
対象児 平成 1 3 年 11 月~平成 14 年 1 月生まれの乳児とそ

の保護者
内 容 ①栄養士の話「離乳食のすすめ方J

②調理実習試食 ③身体計測・育児相談
持参品 母子健康子11長・エプロン
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-こころの健康相談
不安定な精神状態やお年寄りの痴呆等の相談をお受けして

います。
日時 5 月 10 日(金) 午後 l 時 30 分- 3 時 30 分
場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健師までご連絡ください。

-滑川健康相談
日時 5 月 1 日(水)
場所 生活改善センター(午前 11 時-12 時)

海上集会所(午後 l 時 30 分一 2 時 30 分)
九騎(午後 3 時一 4 時)

EE店主支宅金~. J 

・いきいき健康講座①
テーマ 『ストレッチ&ウォーキングj

健康センタ一周辺をウォーキングします。
*雨天の場合は、健康センタ ー内で体操を行います。

日 時 5 月 10 日(金) 午後 1 時 30 分- 3 時(受付 1 時一)
場所川内町健康センタ- 2 階
講師 インストラクタ一 井門恵理子先生
持参品 健康手帳(手帳のない方は、当日差し上げます。 )

※運動できる服装でお越し下さい。

E J;~.Îilo這耳目肢をji・H遁司5!/;_.，_'@日 IJ~ÞI.l

日時 毎週月曜日午前 8 時 30 分-9 時まで
場所 健康センター
持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札、狂犬病予防注射済票
女不幸な犬をつくらない為にも、繁殖を希望しない場合は、
不妊・去勢手術に努めましょう 。
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川内浄化センター
の芝桜

川内花めぐり
川内町といえば桜の花ですが、今年はいつ
になく花の季節が短かったのが残念です。
そとで、今回は、身近なと乙ろにあるのに

以外に知られていない花や珍しい花を探検し
ました 。 花々は、忙しい日々に追われる私達
に何かを教えてくれるような気がします。 情
報を提供してくださった方、ありがとうござ
いました。

滑
川
の

極
の
花

役場前のしだれ桜

i町のHP http://www.town.kawauchi.ehime.jp 


